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小 至 仏 山 か ら 至 仏 山 山 頂 を 望 む （ 群 馬 県 み な か み 町 ）
し ぶ つ さ ん

平成２２年１２月１日 第８１号

私と国有林 「里山と山岳の保全にかかわる」
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平成２２年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号（２）

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
管
内
の
国
有

林
の
中
か
ら
特
に
美
し
い
森
林
や
景
勝
地

周
辺
の
森
林
、
森
林
浴
や
自
然
観
察
に
適

し
た
森
林
な
ど
、
豊
か
な
自
然
を
国
民
の

皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
に
選
定
し
て
い

ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
は
、
そ
の
目

的
に
よ
り
「
自
然
休
養
林
」
「
自
然
観
察

教
育
林
」
「
風
景
林
」
「
森
林
ス
ポ
ー
ツ

林
」
「
野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域
」
「
風
致
探

勝
林
」
な
ど
に
区
分
し
、
２
８
３
箇
所
あ

り
、
そ
の
面
積
は
、
山
手
線
内
面
積
の
約

９
倍
、
約
５
万
９
千
㌶
に
及
び
、
そ
れ
ぞ

れ
の
特
徴
を
生
か
し
、
地
域
振
興
等
に
配

慮
し
な
が
ら
森
林
や
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
に
つ
い
て
は
、

需
要
の
変
化
か
ら
、
平
成
17
年
度
よ
り
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
と
し
て
見
直
し
を
図
っ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
担
っ
て
い
る
役
割

や
周
辺
の
類
似
施
設
の
設
置
状
況
、
利
用

状
況
と
今
後
の
見
通
し
、
自
治
体
を
は
じ

め
地
域
関
係
者
の
意
向
な
ど
を
総
合
的
に

検
討
し
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

群
馬
森
林
管
理
署
管
内
の
碓
氷
峠
に
お

い
て
は
、
廃
線
と
な
っ
た
信
越
線
跡
を
遊

歩
道
と
し
た
「
ア
プ
ト
の
道
」
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
年
間
を
通
じ
て
大

勢
の
人
達
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
周
辺

の
自
然
景
観
の
維
持
、
向
上
の
必
要
性
か

ら
「
碓
氷
峠
風
景
林
」
を
新
た
に
指
定
し

ま
し
た
。

ま
た
、
利
根
沼
田
森
林
管
理
署
管
内
の

雨
乞
山
で
は
、
地
元
の
川
場
村
が
自
然
環

あ

ま

ご

い

境
の
保
全
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
実
施
し

て
お
り
、
利
用
者
の
増
加
も
期
待
で
き
る

こ
と
か
ら
「
雨
乞
山
自
然
観
察
教
育
林
」

あ

ま

ご

い

を
指
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
適
切
な
見
直
し
、
計
画
的
な
整

備
に
努
め
、
国
民
の
皆
様
に
快
適
に
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
」
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/invitation/kyuyori

n/rekum
ori-1.htm

l

国
有
林
内
に
は
、
可
猟
期
間
内
で
あ
っ

て
も
、
立
木
の
伐
採
や
造
林
作
業
、
林
道

や
治
山
工
事
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
入
林

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
々
の
安
全
を
確
保
し
、

狩
猟
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
、
各
森
林
管
理
署
等
で
は
、
狩
猟
を
禁

止
し
て
い
る
区
域
や
期
間
が
あ
り
ま
す
。

狩
猟
に
当
た
っ
て
は
、
森
林
管
理
署
等
に

規
制
の
内
容
を
確
認
し
遵
守
を
お
願
い
し

ま
す
。

猟
銃
に
よ
る
狩
猟
の
目
的
で
、
国
有
林

や
官
行
造
林
地
内
へ
入
林
さ
れ
る
場
合
は
、

「
入
林
届
」
を
管
轄
す
る
森
林
管
理
署
等

へ
で
き
る
だ
け
余
裕
を
も
っ
て
提
出
し
、

注
意
事
項
の
厳
守
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
国
有
林
内
に
わ
な
を
設
置
す
る

場
合
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
事
項
を
遵

守
し
、
事
故
防
止
に
努
め
ら
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/apply/nyurin/syur

yo.htm
l

笹ヶ峰自然休養林（上越森林管理署管内）

碓氷峠風景林（群馬森林管理署管内）

狩
猟
者
の
み
な
さ
ま
へ

森
林
管
理
署
等

▽

福
島
森
林
管
理
署

白
河
支
署
長

天
井

武
雪

（
吾
妻
森
林
管
理
署

次
長
）

新
任
幹
部
を

紹
介
し
ま
す
。

12
月
１
日
付
け

（

）
は
前
任



10
月
７
日
（
木
）
、
赤
谷
の
森
に
お
い

て
、
生
物
多
様
性
見
学
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
見
学
会
は
、
10
月
に
名
古
屋
で
開

催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約

国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
に
関
連
し
、
国
内

で
の
生
物
多
様
性
の
認
知
度
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
（
株
）
日
本
総
合
研

究
所
が
全
国
５
箇
所
で
実
施
し
た
も
の
で
、

東
京
の
Ｃ
Ｒ
Ｓ
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）

担
当
の
方
を
含
む
20
名
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。

最
初
に
、
旧
猿
ヶ
京
小
学
校
に
お
い
て
、

（
財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
の
出
島
誠
一

氏
か
ら
、
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
や

目
的
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
の
岡
村

興
太
郎
氏
と
林
泉
氏
か
ら
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
足
の
経
緯
や
旧
新
治
地
区
の
歴
史

な
ど
に
関
す
る
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
全

員
が
興
味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茂
倉
沢
に
移
動
し
、
昨
年
11

月
に
既
存
の
ダ
ム
の
一
部
を
取
り
除
い
た

取
組
に
つ
い
て
、
当
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

概
要
を
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
は
、
ダ
ム

の
役
割
や
中
央
部
を
取
り
除
い
た
後
の
効

果
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

今
回
の
見
学
会
は
短
時
間
で
し
た
が
、

よ
り
多
く
の
方
々
が
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
の
知
見
を
深
め
、
全
国
に
生
物
多
様
性

保
全
の
取
組
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

10
月
24
日
（
日
）
、
当
セ
ン
タ
ー
主
催

に
よ
る
「
赤
谷
の
森
自
然
散
策
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
自
然
散
策
は
、
赤
谷
の
森
の
自
然

環
境
を
広
く
一
般
の
方
々
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
春
季

（
５
月
）
、
秋
季
（
10
月
）
、
冬
季
（
２

月
）
の
３
回
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
前
橋
市
や
み
な
か
み
町
な
ど

か
ら
19
名
の
参
加
が
あ
り
、
春
季
に
引
き

続
き
参
加
さ
れ
た
方
も
お
り
ま
し
た
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
会
員

の
長
浜
陽
介
氏
に
ガ
イ
ド
を
務
め
て
い
た

だ
き
、
リ
ス
の
食
痕
が
あ
る
オ
ニ
グ
ル
ミ

の
観
察
や
ア
ブ
ラ
チ
ャ
ン
の
葉
の
香
り
を

体
感
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
顕
微

鏡
を
用
い
て
、
キ
シ
ャ
ヤ
ス
デ
や
ア
カ
イ

ボ
ト
ビ
ム
シ
な
ど
の
土
壌
に
棲
む
生
物
を

観
察
し
ま
し
た
。

散
策
を
終
え
参
加
者
か
ら
は
「
美
し
い

姿
を
し
た
土
壌
生
物
に
出
会
え
て
良
か
っ

た
」
「
人
も
自
然
の
一
部
で
あ
り
共
生
の

必
要
性
が
理
解
で
き
た
」
な
ど
の
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

来
年
２
月
20
日
（
日
）
に
は
、
今
年
度

最
後
の
赤
谷
の
森
自
然
散
策
と
し
て
、
冬

芽
や
雪
上
に
つ
い
た
動
物
の
足
跡
観
察
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

よ
り
多
く
の
方
々
に
赤
谷
の
森
へ
の
関

心
を
高
め
て
も
ら
え
る
機
会
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

（３）平成２２年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号

治山ダムの一部を取り除いた現場を見学

土壌生物に興味津々

森
林
生
物
多
様
性
見
学
会

秋
の
自
然
散
策

岡村興太郎氏の説明に耳を傾ける参加者

大きなカツラの木の下で。おつかれさまでした！

アカイボトビムシ



小
笠
原
諸
島
は
、
島
の
誕
生
以
来
一
度

も
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い

海
洋
島
で
、
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た
小
笠

原
固
有
の
希
少
な
種
が
数
多
く
生
息
・
生

育
し
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
、

２
０
１
０
年
１
月
に
推
薦
書
を
提
出
し
、

７
月
に
は
国
際
自
然
保
護
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｃ

Ｎ
）
の
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
笠
原
諸
島
に
は
、
人
が
定
住
し
て
以

来
、
本
来
小
笠
原
に
自
生
等
し
て
い
な
い

種
（
外
来
種
）
が
、
意
図
的
、
非
意
図
的

に
持
ち
込
ま
れ
、
小
笠
原
固
有
の
生
態
系

に
悪
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
特
に
ア
カ

ギ
な
ど
繁
殖
力
が
強
く
固
有
種
の
生
態
系

に
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
種
（
侵
略
的
外

来
種
）
へ
の
対
策
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
平
成
14
年
度
・
平
成
15

年
度
に
母
島
に
お
い
て
試
験
的
な
駆
除
を

行
い
、
平
成
20
年
度
か
ら
本
格
的
に
駆
除

事
業
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

外
来
植
物
の
駆
除
で
は
、
地
元
の
方

（
中
学
校
・
高
校
な
ど
）
や
島
外
の
方
に

も
ご
協
力
を
い
た
だ
き
進
め
て
い
ま
す
。

小
笠
原
中
学
校
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

一
年
生
の
「
総
合
的
な
学
習
」
の
時
間
で
、

東
平
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
ー
（
SA
）
と
南

島
で
外
来
植
物
の
駆

除
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

年
は
、
10
月
21

日
に
生
徒
・
教
員
25

名
が
、
南
島
で
ム
ラ

サ
キ
ノ
キ
ビ
な
ど
の

抜
き
取
り
、
ま
た
、

10
月
28
日
に
は
、
東

平
で
キ
バ
ン
ジ
ロ
ウ

や
ア
カ
ギ
な
ど
の
抜

き
取
り
を
実
施
し
ま

し
た
。

生
徒
か
ら
は
、
「
外
来
種
が
い
っ
ぱ
い

あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」
「
固
有
種
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
知
り
ま
し
た
」
「
ま

た
外
来
種
の
駆
除
が
し
た
い
で
す
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
都

（
都
レ
ン
ジ
ャ
ー
）
と
当
セ
ン
タ
ー
か
ら

事
前
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
た
ほ
か
、
当

日
は
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連
携
を

図
り
、
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

小
笠
原
高
校
に
よ
る
外
来
植
物
の
駆
除

活
動
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て

お
り
、
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
当
セ
ン
タ
ー

か
ら
森
林
生
態
系
、
固
有
種
、
外
来
種
や

外
来
植
物
の
駆
除
方
法
等
に
つ
い
て
事
前

に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
活
動
は
、
７
月
26
日
に
父
島
の

属
島
で
あ
る
兄
島
の
滝
之
浦
に
お
い
て
、

生
徒
・
教
員
47
名
が
、
炎
天
下
の
中
、
悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
一
面
に
繁
茂
す
る
侵
略

的
外
来
種
で
あ
る
ラ
ン
タ
ナ
や
ギ
ン
ネ
ム

の
抜
き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
駆
除
活
動
は
、
高
校
生
の
ほ

か
、
地
元
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
従
来
か
ら
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
で
６
回
目
を
向
か
え
る
東

京
農
業
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
の
モ
ク
マ

オ
ウ
等
の
駆
除
活
動
、
小
笠
原
村
民
の
方

に
よ
る
シ
ン
ク
リ
ノ
イ
ガ
の
駆
除
な
ど
、

島
内
外
の
数
多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す

こ
う
し
た
取
組
に
は
、
地
域
の
方
の
理

解
と
協
力
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
今
後
も

地
元
関
係
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
等
と
連

携
を
図
り
進
め
る
と
と
も
に
、
小
笠
原
の

希
少
な
自
然
に
触
れ
る
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成２２年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号（４）

外来植物アカギが純林化した森

地元NGOから作業の説明を受ける農大生

南島での外来植物の駆除体験

東
平
SA
と
南
島
で
外
来
植
物
の
駆
除
体
験

侵
略
的
外
来
種
の
駆
除
活
動



指
導
普
及
課
で
は
、
子
ど
も
達
が
樹
木

と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
、
森
林
や
自
然
環
境

に
つ
い
て
学
び
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
２
回

子
ど
も
樹
木
博
士
の
認
定
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

9
月
27
日(

月)

安
中
市
松
井
田
町
に
あ

る
小
根
山
森
林
公
園
で
、
安
中
市
立
九
十

九
小
学
校
３
年
生
11
名･

４
年
生
10
名
を

対
象
に
子
ど
も
樹
木
博
士
を
行
い
ま
し
た
。

秋
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
冷
た
い
雨
の

降
る
中
、
園
内
に
あ
る
樹
木
の
由
来
や
特

徴
な
ど
を
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
学
ん
だ
ほ
か
、

森
林
の
保
水
能
力
を
実
験
す
る
「
簡
易
ラ

イ
シ
メ
ー
タ
ー
」
で
は
、
裸
地
や
草
地
に

比
べ
、
森
林
が
た
く
さ
ん
の
水
を
吸
い
込

み
、
地
下
水
と
な
っ
て
流
れ
出
す

様
子
を
実
験
し
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
「
ビ
ッ
ク
リ
し
た
」

な
ど
と
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
熱
心

に
聞
き
入
り
、
積
極
的
に
学
校
に

あ
る
植
物
と
の
違
い
な
ど
質
問
を

繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。

学
習
後
、
全
員
が
認
定
試
験
を

受
け
、
見
事
に
子
ど
も
樹
木
博
士

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
5
日(

金)

関
東
森
林
管
理
局
構
内

に
お
い
て
、
岩
神
小
学
校
3
年
生
66
名
を

対
象
に
子
ど
も
樹
木
博
士
を
行
い
ま
し
た
。

局
敷
地
内
の
樹
木
の
特
徴
な
ど
を
パ
ネ

ル
を
使
っ
て
説
明
し
て
い
る
と
、
し
だ
い

に
自
分
で
由
来
を
考
え
る
子
ど
も
が
増
え
、

「
キ
ン
モ
ク
セ
イ
っ
て
木
星
み
た
い
に
キ

レ
イ
だ
か
ら
名
前
が
つ
い
た
ん
で
し
ょ
う
」

な
ど
、
大
人
で
は
思
い
つ
か
な
い
よ
う
な

素
敵
な
由
来
を
思
い
つ
く
子
が
続
出
し
ま

し
た
。

ま
た
、
地
元
の
小
学
生
だ
け
に
「
な
ん

で
営
林
局
か
ら
森
林
管
理
局
に
名
前
を
変

え
た
の
？
」
「
営
林
局
の
方
が
か
っ
こ
い

い
し
、
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」
な
ど
平
成

生
ま
れ
と
は
思
え
な
い
質
問
も
多
く
寄
せ

ら
れ
、
こ
ち
ら
が
た
じ
た
じ
と
な
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
。

元
気
な
子
ど
も
達
で
し
た
が
、
認
定
試

験
に
な
る
と
一
転
し
て
真
剣
な
顔
に
な
り
、

見
事
に
全
員
が
子
ど
も
樹
木
博
士
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
国
有
林
の
管

理
経
営
に
国
民
の
皆
様
の
声
を
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
制
度
を

設
け
、
モ
ニ
タ
ー
70
名
か
ら
意
見
や
提
言

を
伺
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
環
と
し
て
、
去
る
10
月
19
日
、

群
馬
県
安
中
市
の
国
有
林
に
お
い
て
、
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
都
県
よ
り
、
12
名
の
国
有
林

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た
だ
き
、

現
地
視
察
及
び
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

現
地
視
察
で
は
、
昨
年
12
月
に
策
定
さ

れ
た
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
も
掲
げ

ら
れ
た
、
森
林
整
備
の
効
率
化
の
現
場
と

し
て
、
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
た
間
伐

作
業
や
、
関
東
森
林
管
理
局
独
自
の
取
組

で
あ
る
、
生
物
多
様
性
保
全
と
木
材
生
産

と
の
両
立
を
目
指
し
た
オ
オ
タ
カ
モ
デ
ル

森
林
に
つ
い
て
紹
介
・
説
明
し
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
は
じ
め
て
見

る
林
業
機
械
や
間
伐
作
業
に
、
非
常
に
関

心
を
持
た
れ
た
様
子
で
、
作
業
の
厳
し
さ

や
路
網
の
必
要
性
な
ど
、
林
業
を
取
巻
く

状
況
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け

た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

午
後
の
会
議
で
は
、
関
東
森
林
管
理
局

管
内
の
概
要
や
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン

を
踏
ま
え
た
当
局
の
取
組
等
に
つ
い
て
説

明
を
し
た
後
、
モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
森
林
整

備
が
遅
れ
て
い
る
民
有
林
へ
の
対
応
策
や

国
産
材
の
利
用
拡
大
へ
の
取
組
、
共
同
施

業
団
地
化
の
推
進
、
森
林
・
林
業
や
国
有

林
の
更
な
る
Ｐ
Ｒ
の
必
要
性
等
、
様
々
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
有
意
義
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

（５）平成２２年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号

間伐について説明

間伐木の造材作業

会議の様子

安
中
市
立
九
十
九
小
学
校

前
橋
市
立
岩
神
小
学
校

現

地

視

察

意

見

交

換

会



私
は
、
地
元
の
里
山
と
、
飯
豊
連
峰
と
、

二
つ
の
山
の
保
全
に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

「
里
山
」
と
い
う
言
葉
が
、
こ
の
頃
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
そ
の

里
山
の
麓
の
原
住
民
で
す
。
原
住
民
の
人

た
ち
が
山
へ
入
る
こ
と
は
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
製
炭
や
薪
集
め
な
ど
を
生
業

と
す
る
人
々
が
い
な
く
な
っ
た
せ
い
も
あ

り
ま
す
。

里
山
に
は
、
登
山
の
対
象
に
な
っ
て
い

て
、
村
外
か
ら
も
登
り
に
き
て
く
れ
る
５

７
６
㍍
の
山
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
登
山
道

も
他
の
山
道
と
と
も
に
、
麓
の
５
集
落
80

世
帯
の
人
々
で
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
登
山
者
の
来
な
い
時
代
か
ら
で
す
。

も
と
は
営
林
署
（
下
越
森
林
管
理
署
村
上

支
署
）
で
植
林
な
ど
の
た
め
に
整
備
さ
れ

て
き
た
道
で
し
た
が
不
要
に
な
っ
た
の
で

す
。
そ
こ
で
地
元
で
は
、
自
分
ら
の
手
で

整
備
す
る
「
義
務
」
を
は
た
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
官
山
」
の
「
入
会
権
」
を
確
保
し

か

ん

ざ

ん

い

り

あ

い

け

ん

て
い
る
の
で
す
。
年
一
度
、
一
日
の
山
道

手
入
れ
作
業
は
、
カ
マ
・
ノ
コ
ギ
リ
・
ナ

タ
な
ど
で
、
の
び
て
き
た
ヤ
ブ
を
刈
る
作

業
で
す
。

近
年
、
共
同
作
業
に
参
加
す
る
人
が
少

な
く
な
っ
て
役
員
は
困
っ
て
い
ま
す
。
今

年
も
全
道
手
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

権
利
を
棄
て
る
か
、
あ
る
い
は
不
参
加
者

す

へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
も
う
け
よ
う
か
、
と

い
う
分
か
れ
道
に
き
て
い
ま
す
。
山
菜
取

り
ば
か
り
の
利
用
で
な
く
、
広
い
フ
ィ
ー

ル
ド
を
提
供
し
て
イ
ベ
ン
ト
を
張
り
、
よ

そ
の
人
た
ち
に
き
て
も
ら
っ
て
価
値
を
認

め
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
地
元
の
意
識
も
か

わ
る
か
も
、
と
い
う
提
案
も
で
て
き
ま
し

た
。
そ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
。

最
近
の
登
山
の
風
潮
は
か
わ
り
ま
し
た
。

「
雨
の
中
で
マ
ッ
チ
一
本
新
聞
紙
一
枚
で

タ
キ
火
お
こ
せ
」
と
か
「
雷
に
も
息
が
あ

る
ぞ
」
な
ど
と
、
か
つ
て
私
た
ち
は
鍛
え

ら
れ
「
忍
者
」
に
な
ろ
う
と
し
ま
し
た
。

し
か
し
今
は
、
中
高
年
、
百
名
山
、
山
ガ
ー

ル
へ
の
変
化
も
「
是
」
と
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
な
か
で
、
登
山
道
を
痛
め
る
の

は
登
山
者
自
身
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
た
っ

て
、
保
全
活
動
に
と
り
く
む
グ
ル
ー
プ
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
は
飯
豊
連

峰
で
す
。
２
０
０
８
年
２
月
、
福
島
・
山

形
・
新
潟
県
の
山
岳
団
体
な
ど
で
発
起
結

成
さ
れ
た
飯
豊
連
峰
保
全
連
絡
会
で
す
。

現
在
、
団
体
・
個
人
39
、
会
員
２
２
１
名

に
な
り
ま
し
た
。

登
山
道
や
幕
営
地
な
ど
が
荒
廃
し
て
い

ま
す
。
道
の
裸
地
化
や
複
線
化
、
ガ
リ
ー

浸
食
、
表
層
崩
れ
、
地
塘
へ
の
土
砂
堆
積

な
ど
で
す
。
こ
れ
を
、
浸
食
部
の
土
溜
め
、

雨
水
排
水
路
、
植
生
保
護
な
ど
を
す
る
た

め
に
、
石
や
麻
土
の
う
袋
置
き
、
緑
化
ネ
ッ

ト
張
り
な
ど
の
作
業
を
年
数
回
共
同
で
や

り
は
じ
め
ま
し
た
。
人
力
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
本
年
６
月
、
環
境
省
東
北
地
方

環
境
事
務
所
長
表
彰
を
い
た
だ
い
て
し
ま

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
道
な
か
ば
で

す
。現

在
私
は
77
歳
、
こ
れ
か
ら
も
、
里
山

や
山
岳
、
国
有
林
と
の
お
つ
き
あ
い
は
つ

づ
く
と
思
い
ま
す
。

平成２２年１２月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号（６）

飯豊連峰の保全活動（浸食保護）

里山保全共同作業メンバー

飯豊連峰の保全活動（裸地保護）

最近の登山者



私の勤務する掛川森林事務所は、静岡県西部の掛川市、

袋井市、磐田市、菊川市、御前崎市及び森町の５市１町

を管轄しています。

管内の国有林は、東海道本線を境に北と南の二つの地

区に分かれています。

南に位置する小笠地区は、掛川市及び袋井市の両市に
お が さ

またがる小笠山（標高264㍍）の南西に広がり、国有林

面積は約722㌶で、ほぼ全域が土砂流出防備保安林に指

定されています。スギ・ヒノキの人工林率は約20％で、

天然林が多く、森林と人との共生林として小笠山自然観

察教育林等を設定し、保健・教育的な利用の場を提供し

ております。

国有林の周辺には、茶畑が広がり民家も点在しており、

林内の散策や散歩・ランニングコースになっているなど、

地域の人々との生活と密接な関係にあります。農道を利

用させていただいたり、自治体及び自治会等との関わり

も重要であり、良好な関係の維持に努めています。

近くには「掛川城」、Ｊリーグ・ジュビロ磐田の準本

拠地の「静岡スタジアム（エコパ）」、ヤマハリゾート

「つま恋」などの観光施設等もありイベントの際には大

勢の人が訪れます。

また、市街地に近いこともあって、ゴミの不法投棄が

悩みの種です。自治体及び自治会等で撤去やフェンスの

設置など協力していただいていますが、対策が追いつか

ない状態です。今後も不法投棄防止のため巡視を強化し、

啓発に努めていきたいと考えています。

北に位置する霊是・平沢・黒俣地区は、静岡森林管理署管
り よ う ぜ たいらさわ く ろ ま た

内の島田市と境を接する掛川市、森町の国有林432㌶を管理し、

八高山（標高832㍍）、大日山（標高881㍍）周辺にあり、ほ

ぼ全域が水源かん養保安林に指定されています。平沢地区を

除き、スギ・ヒノキの人工林率は約90％で、間伐等の手入れ

が必要な時期を迎えている森林が多くあるため、森林整備を

進めています。

南方の国有林とは対照的に、市街地とは離れていますが、

昨年完成した「太田川ダム」では、貯水が始まり林道が沈ん

でいく光景から最高水位試験まで見るという貴重な体験がで

きました。ダム湖は、「かわせみ湖」として整備され、国有

林内にある「杉沢の大滝」へのアクセス道も良くなったこと

から、散策に訪れる人達が増えてくるものと思います。

また、何年かに一度凍結するといわれる、森町自然百選の

「タイラ沢の大滝」は、凍結した時には写真撮影に多くの人

が訪れます。

管内の国有林は、このように地元の人達の生活と密接な関

係にあるので、皆さんの声に耳を傾け、国有林への理解が一

層広がるよう努めていきたいと考えています。

（７）平成２２年 １２月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号

かけがわ

太田川ダムの最高水位試験状況

杉沢の大滝（雨天後）

国有林周辺に広がる茶畑

タイラ沢の大滝（森町自然百選の一つ）



至仏山（標高2,228㍍）は、群馬県利根郡片品村と

みなかみ町にまたがり、尾瀬国立公園尾瀬ヶ原の南西

に位置しています。

深田久弥の日本百名山には、尾瀬から２峰が選ばれ

ておりますが、ひとつはこの山域の最高峰である燧ヶ

岳、そしてもうひとつがこの至仏山です。

尾瀬ヶ原をより引き立てる山容は「尾瀬の女王」と

呼ばれるにふさわしい気品と風格があり、向かい合う

燧ケ岳とともに尾瀬の風景に芸術的なシルエットを醸

し出しています。

山体の上部は塩基性の強い蛇紋岩の影響で森林限界

が低く、展望が抜群にいいのも大きな魅力です。

また、オゼソウや欧州のエーデルワイスに近縁のホ

ソバヒナウスユキソウなど高山植物の宝庫ですが、貴

重な高山植物を保護するために、７月の山開きまで入

山規制を行っています。人目を避けるようにひっそり

と花を咲かせる神秘性は多くの人々を引きつけてやみ

ません。

至仏山への登山基地となるのは、広大な駐車場と休

憩所・山小屋が完備された鳩待峠口が一般的であり、

山頂までは約２時間程度で踏破することができます。

山頂まで登ればみごとな眺望が開け、尾瀬ヶ原の奥にそびえ

る燧ヶ岳をはじめ会津駒ヶ岳、平ヶ岳、越後駒ヶ岳、中ノ岳、

日光白根山など、「日本百名山」に名を連ねる山々が一望でき

ます。

至仏山周辺は、この豊かな自然環境の維持、動植物の保護な

どを目的に、「至仏山・笠ヶ岳西面県自然環境保全地域」に指

定されています。

利根沼田森林管理署では、森林保護員（グリーンサポートス

タッフ）の活動などを通じ、至仏山周辺における豊かな自然の

保全活動、登山者へのマナー向上を呼びかけていきたいと考え

ています。

（利根沼田森林管理署 広報広聴連絡官）

平成２２年 １２月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８１号（８）

し ぶ つ さ ん
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林

管

理

局

編

集

総

務

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
９

実

施

日

平
成
23
年
２
月
20
日
（
日
）

実
施
場
所

赤
谷
の
森
（
い
き
も
の
村
ほ
か
）

（
関
東
森
林
管
理
局
（
前
橋
市
）
又
は

利
根
沼
田
森
林
管
理
署
（
沼
田
市
）
集
合
）

募
集
人
員

30
名
（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
）

申
込
方
法

イ
ベ
ン
ト
名
「
赤
谷
の
森
自
然
散

策
」
及
び
参
加
者
全
員
の
①
郵
便
番
号
②
住

所
③
氏
名
④
年
令
⑤
電
話
番
号
等
を
、
当
セ

ン
タ
ー
担
当
者
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切

平
成
23
年
２
月
15
日
（
火
）

参

加

費

無
料

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
せ
先

赤
谷
森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

担
当:

竹
田
・
星
田

〒
378-

0018

沼
田
市
鍛
冶
町
３
９
２
３-

１

電
話
番
号
（
０
２
７
８
）
６
０-

１
２
７
２

フ
ァ
ッ
ク
ス

（
０
２
７
８
）
２
４-

５
５
６
２

E
-
m
a
il

akaya_postm
aster@rinya.m

aff.go.jp

尾瀬ヶ原木道から望む至仏山

賑わう鳩待峠

至仏山頂からみなかみ町方面を望む


